
 
 
 
八
世
川
柳
120
年
記
念
句
会
 

  

八
世
川
柳
こ
と
児
玉
環
（
１
８
２
０
‐
１
８
９
２
）
は
、
明
治
の
柳
風
狂
句
の
宗
匠
で
す
。
明
治
22
年
、
元
祖
川
柳

百
年
忌
に
あ
た
り
「
元
祖
二
世
三
世
川
柳
墓
参
法
莚
会
」
を
開
催
、
龍
宝
寺
の
柄
井
家
墓
所
に
「
一
百
回
記
念
標
」

を
建
立
し
ま
し
た
。
新
川
柳
勃
興
を
前
に
、
旧
派
と
し
て
最
後
の
輝
き
を
見
せ
た
時
代
の
人
で
す
。 

八
世
川
柳
は
、
茗
荷
谷
の
林
泉
寺
に
葬
ら
れ
ま
し
た
が
、
ま
も
な
く
児
玉
家
が
絶
え
、
し
ば
し
無
縁
と
な
っ
て
お

り
ま
し
た
。
昭
和
3
年
、
初
代
川
柳
墓
所
が
都
旧
蹟
に
指
定
さ
れ
た
際
に
、
合
せ
て
高
木
角
恋
坊
は
じ
め
有
志
に

よ
っ
て
墓
所
が
失
わ
れ
て
い
た
林
泉
寺
に
地
蔵
尊
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
こ
の
地
蔵
尊
は
無
縁
の
地
蔵
群
に

紛
れ
、
表
か
ら
は
見
難
い
状
態
で
す
が
、
こ
れ
を
「
し
ば
ら
れ
地
蔵
」
脇
に
移
転
す
る
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 日 

時   

平
成
24
年
９
月
30
日（
日
） 
12
時
開
場 

会 

場   

ア
カ
デ
ミ
ー
茗
台 

１
階
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ル
ー
ム 

地
下
鉄
丸
の
内
線
「
茗
荷
谷
」
駅
下
車
徒
歩
７
分
。
都
バ
ス
02
系
「
小
石
川
四
丁
目
」 

東
京
都
文
京
区
春
日
2
‐
9
‐
5  

TEL
０
３
（
３
８
１
７
）
８
３
０
６ 

会 

費   

２
０
０
０
円 

（
講
演
資
料
・
句
会
・
発
表
誌
・
ほ
か
一
部
が
地
蔵
移
転
基
金
と
な
り
ま
す
） 

記
念
講
演    

「
八
世
川
柳
と
そ
の
時
代
」            

尾
藤 
一
泉 

氏 

宿 

題 

（
各
２
句
吐
） 

「
芝  

居
」      

川
柳
さ
く
ら
ぎ  

牧
内
ヨ
シ
江 

選 

「
ば
れ
る
」      

川
柳
や
ま
び
こ  

永
井 

天
晴 

選 

「
乱  

世
」   

台
東
川
柳
人
連
盟  

内
田 

博
柳 

選 

「
礼  

儀
」      

都
庁
川
柳
会  

松
尾 

仙
影 

選 

「
じ
れ
る
」     

東
京
川
柳
会  

石
川 

蝶
平 

選 

「
ぞ
く
ぞ
く
」        

十
五
世   

脇
屋 

川
柳 

選 

特
別
課
題 

（
１
句
吐
） 

「
う
っ
と
り
」    

文
京
川
柳
会  

堤  

牛
歩
謝
選 

席
題
な
し
・
投
句
拝
辞 

三
才
・
五
客
に
呈
賞
・
特
別
課
題
全
句
呈
賞 

締
切
・
午
後
１
時 

※ 

９
月
30
日
午
前
10
時
半
よ
り
林
泉
寺
に
て
法
要
。 

ご
参
加
の
方
は
、
事
務
局
ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。 

※ 

川
柳
文
化
の
地
域
発
信
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
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